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市
で
は
、
令
和
２
年
１
月

13
日
㈪
に
開
催
す
る
成
人
式

に
向
け
、
準
備
会
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
準
備
会
で

は
、
式
典
内
の
準
備
会
企
画

や
当
日
配
布
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
ど
に
つ
い
て
、
メ
ン
バ

ー
全
員
で
話
し
合
い
な
が
ら

決
め
て
い
き
ま
す
。

心
に
残
る
成
人
式
を
、
新

成
人
の
仲
間
と
一
緒
に
協
力

し
て
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！

対
象　

平
成
11
年
４
月
２
日

〜
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
新
成
人

申
込　

６
月
14
日
㈮
ま
で
に
、

問
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
・

文
化
財
担
当

oubo_shogaigaku

　

shu@
city.kunitachi.

lg.jp

 

長
崎
で
平
和
の
尊
さ
と　
　

歴
史
を
学
び
伝
え
よ
う
！

原
爆
投
下
の
あ
っ
た
長
崎

市
を
訪
問
し
、
戦
争
の
悲
惨

さ
や
核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、

そ
し
て
平
和
の
尊
さ
と
歴
史

に
つ
い
て
学
ぶ
派
遣
生
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

原
爆
資
料
館
、平
和
公
園
、

浦う
ら

上か
み

天て
ん

主し
ゅ

堂ど
う

の
見
学
や
、
現

地
小
学
校
の
平
和
集
会
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
派
遣
後
は
、
報
告

会
で
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

派
遣
先　

長
崎
市

期
間　

８
月
７
日
㈬
〜
９
日 

㈮
の
２
泊
３
日

対
象　

小
学
六
年
生

定
員　

16
名（
申
込
多
数
時

は
、
学
校
学
区
域
を
考
慮

し
抽
選
）

費
用　

市
が
負
担（
た
だ
し
、

私
的
な
経
費
は
自
己
負
担
）

参
加
条
件　

⑴
国
立
市
に
住

民
登
録
が
あ
り
、
実
際
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
⑵
２

泊
３
日
の
派
遣
に
耐
え
ら

れ
る
良
好
な
健
康
状
態
で

あ
り
、
協
調
性
に
富
み
、

本
事
業
の
目
的
と
計
画
に

従
っ
て
団
体
生
活
が
で
き

る
こ
と（
国
立
市
と
羽
田

空
港
の
往
復
や
長
崎
市
内

で
の
頻
繁
な
バ
ス
移
動
、

航
空
機
の
利
用
、
暑
さ
な

ど
を
含
む
）⑶
参
加
者
本

人
に
積
極
的
な
意
欲
が
あ

る
こ
と
⑷
保
護
者
の
承
認

が
得
ら
れ
る
こ
と
⑸
派
遣

終
了
後
も
派
遣
の
体
験
を

生
か
し
、
市
の
広
報
活
動

に
協
力
で
き
る
こ
と
⑹
次

の
①
〜
⑤
の
全
日
程
に
参

加
で
き
る
こ
と
：
①
派
遣

生
お
よ
び
保
護
者
説
明
会

（
６
月
16
日
㈰
）②
事
前
研

修
会（
６
月
30
日
㈰
・
７

月
７
日
㈰
）③
壮
行
会（
７

月
21
日
㈰
）④
事
後
研
修

（
８
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭
）

⑤
報
告
会（
８
月
25
日
㈰
）

※
派
遣
後
に
、
感
想
文
を
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
研
修
中
の
写
真
・
感
想
文

は
、
市
の
報
告
書
や
広
報

紙
等
に
掲
載
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

申
込　

５
月
31
日
㈮
午
後
５

時
ま
で
に
、
問
の
窓
口
で

配
布
し
て
い
る
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

必
ず
本
人
ま
た
は
保
護
者

が
問
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
代
理
や
郵
送
は
不

可
）。
申
込
書
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ「
国
立
市
国
内

交
流
事
業『
子
ど
も
長
崎

派
遣
』の
募
集
」か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問 

児
童
青
少
年
課
児
童
・
青

少
年
係

▲ 上記のQRコ
  ードからも申
   込ができま
   す。

▲ 平成３１年国立市成人式での準備会メンバーたち。

「令和２年
国立市成人式」
準備会
メンバー
募集

飛
び
出
せ
！　

く
に
っ
こ

令
和
元
年
度
国
立
市
青
少
年
国
内
交
流
事
業

「
国
立
市
子
ど
も
長
崎
派
遣

平
和
事
業
」の
派
遣
生
募
集

有料広告

あ
な
た
の
旧
国
立
駅
舎
の
思
い
出
を　

市
報
に
掲
載
し
ま
せ
ん
か

申 

込　

旧
国
立
駅
舎
の
思
い
出
を
200
字

程
度
で
ま
と
め（
様
式
自
由
）、
掲
載

す
る
際
の
題
名
お
よ
び
作
者
名
と
し

て
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
イ
ニ
シ
ャ
ル
な
ど

を
明
記
の
う
え
、
問
ま
で
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
選
考
の
う
え
、
市

報
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問 

〒
186-

８
５
０
１　

富
士
見
台
２-

47-

１

 

国
立
駅
周
辺
整
備
課
旧
国
立
駅
舎
再

築
物
語
担
当

 se
c
_k
u
n
ise

ib
i@
city.

kunitachi.lg.jp

（
谷
保
在
住　

栗
木　

絵
美
さ
ん
）

佐
渡
の
お
じ
さ
ん

　

鉄
条
網
を
く
ぐ
っ
て
郵
政
研
修
所

の
中
に
入
っ
た
。
土
手
の
芝
生
を
す

べ
っ
て
遊
ん
だ
。
三
歳
近
い
妹
も
連

れ
て
行
っ
た
。
研
修
所
の
お
じ
さ
ん

と
友
だ
ち
に
な
っ
た
。
佐
渡
の
人
だ

っ
た
。
買
っ
て
も
ら
っ
た
ラ
ン
ド
セ

ル
も
見
せ
に
行
っ
た
。
佐
渡
に
帰
る

日
、
お
じ
さ
ん
は
別
れ
が
寂
し
か
っ

た
の
だ
ろ
う
。
私
と
妹
を
連
れ
て
小

平
ま
で
行
っ
た
。
国
立
駅
ま
で
送
っ

て
く
れ
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
ベ
ン
チ

に
座
り
駅
舎
を
バ
ッ
ク
に
三
人
で
写

真
を
撮
っ
た
。
疲
れ
切
っ
た
妹
を
背

負
い
、
私
は
歩
い
て
家
に
帰
っ
た
。

六
十
年
前
の
思
い
出
。（
原
文
マ
マ
）

▶ 

昨
年
度
の
長
崎
派
遣
の
様
子
。

子ども

準備会のみんなと
出会えてよかった！

旧

国
立
駅
舎
再
築

語
物

市
民
の
方
か
ら
の

思
い
出
編

第30話
旧国立駅舎

▶  再築工事中の様子。旧国
立駅舎の軸組の状況（平
成30年12月撮影）。

ル
ッ
カ
市
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
実
は「
オ
ペ
ラ
の
王
」プ
ッ
チ
ー
ニ
を
生
ん

だ
音
楽
の
ま
ち
で
も
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
。
ル
ッ
カ
市
プ
ッ
チ
ー
ニ
財
団
の
ル
イ
ジ
・

ヴ
ィ
ア
ニ
氏
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た（
全

文
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ル
ッ
カ
を
知
ろ

う
！
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

問
政
策
経
営
課
政
策
経
営
係

お知らせ

イ
タ
リ
ア
共
和
国

ル
ッ
カ
市
は

〝
オ
ペ
ラ
の
王
様
〞

生
誕
の
ま
ち

ル

知

ッ

ろ

カ

う

を

！

第 2回

▲
 

プ
ッ
チ
ー
ニ
財
団
の
ル
イ

ジ
・
ヴ
ィ
ア
二
氏
。

▲  プッチーニと、オペラ「トゥ
　ーランドット」の衣装。

お知らせ

ル
ッ
カ

市
内
に
あ

る
プ
ッ
チ

ー
ニ
の
生

家
は
、
現

在
わ
れ
わ

れ
が
プ
ッ

チ
ー
ニ
博

物
館
と
し

て
運
営
し
、

プ
ッ
チ
ー

ニ
の
自
筆

の
譜
面
や

手
紙
、
名

作
を
生
ん

だ
ピ
ア
ノ
な
ど
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

当
財
団
は
、
国
際
的
に
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
文

化
遺
産
の
保
護
と
普
及
に
努
め
て
い
ま
す

が
、
地
元
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
夏
は
、
ま
ち
の
広
場
や
郊
外
の
野

外
劇
場
な
ど
で
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
、
冬
は
、
国
内
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
参
加
し
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
に
捧
げ
る
音

楽
イ
ベ
ン
ト
が
、
多
く
の
場
所
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
プ
ッ
チ
ー
ニ
邸
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
音
楽
教
育
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の

情
熱
や
そ
の
作
品
の
数
々
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
る
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ッ
チ
ー
ニ
の
故
郷
と
心
地
よ
い
音
楽
の

ま
ち「
ル
ッ
カ
」に
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

喜
ん
で
皆
さ
ま
を
お
も
て
な
し
し
ま
す
。
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